
…行く前は何とかなるだろうと思いながらも、すごく不安でした。でもきっと助けてくれ
る人が居るはずだと信じていました。「なんとかなるはずだ、きっと楽しい旅行になるはず
だ。」って。そしてその通り、沢山の友人をつくることができ、感動的な体験を得ることが
できたのです！
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不安でした。 なんせ英語は明るくない、空港を独りで使った事がない！13時間以上も飛行機に乗るのは初めて。ほん

とまごつくことが多そうで、全てにおっかなビックリです。苦労して行きたかったのは「ウイスコンシン・コンバーチ
ブル・クラッシック」というイベント。新旧のオープンカーだけが大集合するイベントで、アメリカはウイスコンシン
州で毎年夏行われる恒例のお祭りなのです。ウイスコンシン州、地理的には五大湖の左脇にある州。シカゴより遥か北
緯に位置しています。本年は242台ものオープンカーが年式やタイプを問わず、集まります。(OCCに似てますね) ４日間
３泊の日程で昼間はドライブ、夜はパーティなどのスケジュールで過ごすというものです。何故このイベント知ったの
かというと、インターネットです。昨年４月にOCCのＨＰを開設。英語版は少し送れて夏過ぎにに開設したわけですがこ
の際、アメリカの沢山のミアータクラブへご挨拶のメールを送信しました。（これら英文はパソコンのソフトにて翻訳
したものです）その中の一つ、WCCの主宰者でらっしゃるゲイリー氏からお返事が来ました。その中にWCC97の事が記
されていました。《……総勢185台ものオープンカーがマディソン郡のミシシッピー流域を２日間に渡って旅をしたんだ
よ、イイダ……》なんてスケール！そして様々な種類のオープンカーが集まるなんて。そして《ワルいオープンカーな
んて無いんだ！》という、オープンカー共通の楽しさを讃えるゲイリー氏に、オープンカー・サークル主宰者である私
にも大いに感じる物があったのです。 …OCCの主旨そのものだ、と。来年は行きたい、と既にこの時点で思い立ってい
たのです。会報のバックナンバーを御覧になっている方は、昨年からご存じですよね。…そして日本時間８月12日、待
ちに待った出発です。当日慌てないように２日前から荷物集めを初めて前日にはパッキングは終了。え～荷物は征露玉
に歯ブラシ、風邪薬、もちろんパソコン。アメリカからデジタルカメラの画像をリアルタイム中継だ！もちろん翻訳マ
シーンにもなるし。プリンターはどうしよう。まぁ軽いから持ってっちゃえ。お土産のOCC特製うちわ。お世話になるで
あろう方々へのプレゼント用に浮世絵Tシャツを数枚、上野のアメ横で購入。ホームページのアドレス入りのエンブレム
シール名刺、これは知り合った人にばらまきまくる。かくして忘れ物はパーフェクトに回避されたのでした。

最も不安であったシカゴでの飛行機の乗り継ぎもクリアーし、午後２時に最終目的地「ワーソー」へ到着しました。
成田やシカゴのオヘア空港などはテイクオフの飛行機が、今かまだかと滑走路をぞろぞろ渋滞しながら順番待ちをして
いるというのに、なんとまぁこじんまりとした空港なこと。ホテルからのお迎え車に乗って部屋に到着、今夜はゆっく
り休みます。明１３日の夕方から参加車両がここラマダホテルに集結してくるのです。ルームサービスのピザと近所の
スーパーで買ったワインや果物で夕食。チーズなどは種類が沢山あって食べてみたいのですが、一つが食べ切れなさそ
うな量なので断念。そして部屋の電話からパソコンで東京への接続にチャレンジ！「あれぇ？！繋がらない。」とわず

ＷＣＣ主宰者のゲイリー氏と息子さ
んのアレックス君。最終日の夜に。

左からダグラス氏、ボブ氏、スティーブ氏。シカゴのホットドック、デ
イリークイーンのアイスクリーム、ペプシコーラ。何か一つづつおごっ
てくれてアメリカにとって大切な物を味あわせてくれた。ありがとう。

飴とOCCビデオを参加者と。
只今、受け付け開始中。

あめりかイベント奮戦記



かにキモを冷やす場面もありながら成功！これによってデジタルカメラの画像データを東京のホームページに即日送信
できることになりました。ホームページにアクセスすれば、誰でも現地の雰囲気をリアルタイムに見てもらうことがで
きるのです。繋がったときは「おっしゃあっ」と独り叫びました。手間、暇、費用は掛かります。ここまでやる必要は
無かったかもしれませんが、こんな使い方こそインターネットの利用法としてポジティブな一要素として考えますし、
滅多にない機会ということもあるので挑戦することに決意した訳です。しかしこの画像連日中継の試みは、やがて
ＷＣＣ98参加者間の話題の一つになっていきます。さて入浴。日本人にとっては馴染めない、あのバスタブに無理矢理
肩までつかりつつ、言葉の通じなさに痛感を抱きました。「やはりたった独りでこんな旅行は難しかったのではない
か？既にここまでで結構マゴマゴしながら来てるしなぁ…誰ともお話できずに終わるのか？廻りが楽しそうにしていて
も自分だけは溶け込めないのか？楽しくないままに終わるのではないか？」思わずナーバスな気分。グッと寂しくな
る。目線の便器がまた妙に悲しい気持ちにさせました。「いや！それならそれでいい！自分はこのイベントの視察に来
たんだ。こういうイベントをOCCでもやってみたいと思ってるんだ。その為にイベントのプログラムや時間取り、動線な
どをチェックできればいいのさ。それをこの旅の成果として持って帰ればいいじゃないか。言葉が解らなきゃ話しなけ
ればいいのさ。」とベットの上で気を取り直す事に成功し、アメリカで初めての夜…眠りへのスタートフラッグを振
るったのです。

#########################################################

第　一　日　目　の　奮　戦　記
#########################################################
翌日は目覚ましをセットした６時３０分よりも３０分早く自然に目覚めました。すぐにインターネットへアクセス、

三重支部や大阪支部の掲示板で皆さんの反応を確かめる。驚いてる人、喜んでる人、上々だ。よかったよかった。９時
にゲイリー氏と初対面！思ったより年上の人だぁ。ふくよかでやさしそうな人当たり。息子さんのアレックス君は９
歳。奥さんのメイと数人のボランティアスタッフの方々と会場準備に一緒に見えられてます。《夕べはよく眠れた？》
とその他何事かをごにょごにょ…。（＾＾?）会場準備が着々と進む中、暇な僕はアレックス君を捕まえてパソコンの翻
訳ソフトを使い、色々とおしゃべり。そこに迷彩服を着たえらくガタイのいい中年男性と若い女性のお二人が現れまし
た。《ウイスコンシン州軍のビル軍曹とメイリー軍曹です。》とゲイリー氏の紹介。《よろしく》《よろしく》事前の
FAXで州軍がアメリカ軍用車両「ハマー」（超ワイドなジープ）のオープンバージョン「ハンビー」でイベントにエン
トリーするということを知っていたので「あぁ、このお二人がその担当なのだな」と直ぐに解った。お二人の軍曹はい
そいそとスタッフのお手伝いを始めました。表に出て早速「ハンビー」を視察。やぁかっこいいモンだな。と思いつ
つ、ボチボチとエントリー車両が駐車場に参集し始めていることに気付きました。これまた事前のビデオやチラシでお
見受けしたとおり、アメリカ車で古い型そしてご年輩が多いという事も目の当たりに実感。数時間後、懇談会会場にて
エントリー受け付けが開始。会場にはゲイリー氏が持参したOCCビデオ（OCCのイベントをパソコンで加工した物。飯田
作成。）が上映された。それは以前私が日本から郵送したものだが、今回は私がパート２を日本より持参。これも進呈
しました。アメリカ人は甘いものが好きと聞いていたがホントにそうだった。受付机には飴が置かれていたが、OCCビデ
オを見て喜んでいた車椅子のおじさんは何個も食べてしまっていた。しかも包み紙を物色し、いちいち味を選んでい
た！他にも大の大人達がどんどん飴を持っていく。日本人ではこんなこと無さそだなぁ…。往路の飛行機の中で出てき
た直径５cmはあるタルトの舌にジンジンくる甘さ、スーパーに置いてあるホットケーキ用シロップのでかさもたまげま
した。おっと、ビデオは好評でしたよ。 やがて会場が満杯になりかけ、改めてみると顔ぶれは老夫婦、３～４人の家族
連れ、親子そんな雰囲気が多いようです。３０～４０代の壮年夫婦や単独者は随分少なく感じました。ことフリー男女
比と若年齢層ではじゃぱんOCCの方が多いですね。私は外と会場をうろうろと行き来、その内腹が空いたので夕べの
スーパーマーケットに行って中のデリカテッセンで昼食をすませました。WCC98の日程はこうです。
１３日：エントリーの受け付け。配布されたオリジナルバッグの中にはエントリー車の名簿。スタンプラリー用の台

紙、記念プレート、オリジナルＴシャツ。ウシスコンシン州の観光案内。なんとエントリー者名簿には“インターナ
ショナルゲスト”として“Masaaki Iida Japan Tokyo”とあった。ちゃんと登録料払ってるんだから当たり前か…。そし
て夜は会場で余興大会。
１４日：五大湖のスペリオール湖を目指し、数百マイルの道のりを長駆する。ただ走るだけではなく、所々カフェ

バーやみやげ物屋のような処にチェックポイントがあり、立ち寄るとスタンプを押してもらえる。これを全て押しても
らうと、ステキなプレゼントが当たるくじ引きに参加できる権利がもらえる。というのは後で知った。
１５日：スペリオール湖周辺にコースが設定されている。メインはフェリーで対岸に渡り、ここのビレッジで自由に

散策をするという。前日同様、夜のレセプションに間に合えば寄り道OK、時間も自由気ままにどうぞ。というノリだ。
夜は街から皆で一斉にパレード走行をしつつ、山の中腹にある芝居小屋（テント）に見に行く。
１６日：最終日。午前中に解散予定？

休憩後、帰ってくるといよいよ参集している車の台数はピーク！それら車の種類はホントに色々、予想通りOCCの雰
囲気そっくりにすごーく感激した。ナンバープレートを拝見するとウイスコンシンが一番多く、ミネソタ、オハイオ、
イリノイの辺りがよく見受けました。ハンビーのビル軍曹はテレビジョンの取材に応じてます。軍曹に名刺を渡し、
OCCの説明をすると《ジョウトウ！ジョウトウ！》と言った。どうやら誉めてくれているらしい。《君もハンビーに乗
せてあげるから！》だって。わー嬉しい。o(^-^)o 《イイダはビール好きか？ビール、飲もう！》とホテルのバーでビール
をおごってくれた。彼は佐世保、横須賀などに駐在歴があり、それでもって日本語が若干？できる模様です。《日本の

OCCメンバーでは一台しか在籍
していないキャデラック・アラ
ンテも5台程参加していた。



女の子、好きだよ。ウヒヒ。》なのだそうです…。やがてゲイリー氏は期間中、移動の際に車に同乗させてくれる 面子
を紹介してくれた。ダグラス４７歳、歯医者さん。住まいはシカゴの近所。スティーブ３３歳、フリーのコンピュー
ター関係の仕事をしている。最近日本でも流行ってるSOHOスタイルだね。そしてボブ。なんと８２？８３？歳のコル
ベット乗り。他にもコルベットだけを２台お持ちなのだそうです。というお三方。そして夕暮れどき、ホテルの駐車場
で写真、デジカメ、ビデオと撮影にいそしんでいると、駐車場に入ってくる赤い車。何やらかっこいい。おお！三菱
「GTO」のオープンじゃないか。日本じゃ売ってないよこれ！あ、乗ってるのはダグラスさんだ。《すこしお散歩しよ
う》らしき事を言っているようです。《OK！》《何処か行きたいところはある？》《川沿いへ行ってみたいな。》
《じゃあ、ホテルのフロントで聞いてくる。この辺は来るのが初めてで、よく判らないんだ。》GTO…(今マンガやドラ
マでやってるけど関係ないよ) 三菱の重量級スポーツカー。３０００ＣＣのツインターボ。６速マニュアル。後で聞いた
ところUS仕様３２０馬力。ロールバーや三角窓も無い、個人的には一番好きな仕立てだ。やがて車が走り出すとエキ
ゾーストも佳い音。風の巻き込みも気持ちのいいレベルだ。フロントウインドウは比較的フロント寄りのセットになっ
ていて、非常に開放感が高い。手前味噌ながら愛車エランに乗りごこちがよく似ていると感じた。まぁパワー面では比
ぶべくもないですが…。《この車は幾らですか？》《正値で＄60000》《うっひゃ～》日本円で850～900万円かぁ。
《でもあまりにも売れていない車種なので＄37000で値切った》それって、それって…。そして手近な河畔に到着して
車を降りてお散歩しながらいろんな事をお話しました。《明日の晩はこの公園でカントリーミュージックのコンサート
があるんだそうだよ。でも僕らは見られないね。明日は宿が違うから。》ダグは前夜祭？で賑わうテントでビールをお
ごってくれた。乾杯。《ダグはカラオケはする？》《イヤ、しないよ。イイダはWCCの為だけに、初めてアメリカの来
たのかい？へー、そうか。》《シカゴの夜景は奇麗だって聞いてるよ、ダグ。でも残念だけどシカゴは朝、飛行機の乗
り換えに通るだけだから見れないのさ。》《じゃぁさ、僕が最終日にシカゴまで送ってあげるよ。》車中ダグは英和辞
典を手にしながら、ところどころ日本語単語を交えながら話しかけてきました。なんとそれはゲイリー氏に引き合わせ
てもらった後に本屋で速攻、買ってきたのだそうです。テープ教材と一緒に…私の為に。《ありがとう、考えておく
よ。》ダグとの会話は不思議なものでした。拙い私の会話を比較的良くヒアリングしてくれて、なおかつ彼の言ってる
言葉が分かりやすいのです。私の言ってることを理解してくれず、そちらの話していることも判りにくい人と分かれた
ことは２日目位で気付くことになりました。他の人が言って判らないことを、ダグに言い直してもらうと判るなんて変
なこともありました。《自分は仕事柄、フランスへ留学したことがある。だから異国語が旨くできない人の気持ちとい
うか言葉を汲み取ることができるのかもしれないね。それにゆっくり喋るし、難しい俗語を使わないでしょう。例えば
！なんてね。》と後日のドライブ中に話してくれました。夜、ホテルではホールで予定の説明のようなものを行い、そ
れが終わると芸人(コメディアン)がやってきて舞台で何やら空騒ぎを始めました。日本で言うところ松本ハウスかネプ
チューンか？ドタバタの演芸を繰り広げていました。皆さん、よく笑ってます。アメリカテレビで見る（聞く？）よう
なあの高笑いが眼前に！ショーの最中は席を外し（何言ってるか解らないし）部屋でホームページ用の画像を準備して
いました。入浴も済ませ、下へ降りるとショーは終了していて、ホテルのバーでWCC98参加者が沢山たむろしてまし
た。何故判るのかって？なんせWCC参加者は皆、胸に名札を付けているんですもの。もし会話ができればこの輪の中に
入っていって、じゃんじゃんいろんなこと喋るのになぁ、残念だなぁ。ダグやその他一部の参加者達は自分の宿泊する
ホテルへと帰参しました。何せ人数が多くて一ヶ所のホテルに泊まれないんですものね！ダグはシカゴまで送ってくれ
るってか…。日本を発つ前は知らない人に注意しろよ、と色んな方からご忠告いただいていた。正直言って恐かった。
信用していいんかなぁ？でも、もし自分が接待するならきっと自分もそうしてるな。名刺ももらった。WCCに参加する
人間は身元を申請して登録しなければいけない。ゲイリー氏にきちんと伝えさえすれば問題も無かろう…。よし、明日
はそれを頼もう。今日の分のデジタルカメラ画像をOCCホームページヘの転送も終えた…。明日はいよいよ長距離ドライ
ブだ。あぁっ今日は思ったより沢山お喋りできた！夕べに比べて不安が取れて、なんて気持ちがウキウキしているん
だ！ベッドに横になり、明日から始まる旅への期待に心地よい興奮を感じながら、第二夜目眠りへのギヤを一速に入れ
ていきました。

ダグラス氏のMITUBISHI 3000GT。最
終日にはドライブさせてもらうことに
なります。《日本名はGTOって言うん
だよ。》《ジー・ティー・オー？アメ
リカはダッヂ・ステルスさ。》

《イイダ、君の英語はうまいな。何で覚えた？》
《No、No、全然だよ。高校で習ったきりさ。後は音
楽、映画かな。ところでダグはWCCは何回目？》
《２回目だよ。一昨年が１回目だったんだ。》それか
らお互いの仕事のことや趣味のこと。河ではネイティ
ブ・アメリカン(インディアン)の子供達がはしゃぎな
がら泳ぎに興じていた。夕暮れの河畔…。

アメリカ軍軍用車両「ハンビー」

ビル軍曹とメイリー軍曹。
彼女は若干21歳の軍曹だ。
最終日にTシャツを記念に
頂く。ビル軍曹に何か一言
書いて欲しい。とお願い
し、背中にシャツを載せて
かがんだ。私の背中の上で一言書いてくれたが、その様子を見て
周囲のみんなは爆笑していた。その時のサインはタイトルのモチ
ーフにしてあります。

はい、ビル軍曹。4？歳。



#########################################################

第　二　日　目　の　奮　戦　記
#########################################################

翌朝はまた６時に目が覚めました。既に駐車場で出発準備や車見学をしている参加者がい
ます。２４２台のオープンカーは４つのグループに分かれ、目的地に向けて走り出すので
す。まとまって走る必要はないのですが、そうでもしないと駐車場に全部は収まりきらな
いし、警察の許可やらちょっとした渋滞からくる近所迷惑など問題があるのでしょう。し
かし２４２台の車両はここからスタートするのです。第一グループは８時３０分の出走。
ダグと僕は第二グループ、９時の出走です。《おはよう、イイダ。夕べはよく眠れた？朝
食はとった？》《大丈夫。ところで１６日はシカゴまで僕も一緒にいいかい？もしいいな
らホテルの予約を一泊分キャンセルしなきゃ》《あぁ、いいよ。キャンセルは僕がホテル
に話をしよう。》荷物をMITUBISHI 3000GTに積み終え、第一グループの出走を眺めなが

ら撮影をする。ビデオやカメラを向ける。《やぁ！おはよう！》《ハ～イ！》顔を見て快く挨拶をしてくれる人が実に
多かった。嬉しかった。早速OCCホームページ・アドレスの入った名刺を配りながら挨拶に一生懸命応えます。《アメ
リカは初めてです。ＷＣＣの為に来ました。》 ビル軍曹にも挨拶！彼は夕べ３時間しか寝ていないとのこと。お気の毒
に、飲み過ぎ？やがて自分のグループが来ると車に乗車して一列に並び、待ちます。一台づつ３０秒間隔程でチェッ
カーフラッグが振られスタートしていくのです。スタート地点（駐車場出口付近）では古典的カントリーロックで
《Waik Up！Waik Up！ほにゃらら、ほにゃらら》という歌詞の音楽が陽気に流れていま
す。ＷＣＣは、出発時の曲はこれがお好みなようです。何故ならこれは明日の朝も聞くこ
とになったからです。いよいよMITUBISHI300GTがスターラインに並びました。ドキド
キ。スタートっ！チェッカーフラッグが振られ、Vow!という野太いエキゾーストと共に
車は公道へと滑り出しました。アメリカの道はどの様な道が拡がっているのでしょうか？
与えられたロードマップを元に走っていきます。ちょびっとしか私は読めないので、ナビ
ゲーターの役には立ちません。ごめんねダグ。しばし、のどかな市街地を走りました。そ
こで昨日から気付いていて、不思議に思っていたことをダグに質問しました。《昼間なの
に何故、車がライトをつけて走っているの？》《あれは事故回避のためだよ。あとGMや
フォードなんかの一部の車両は、エンジンを付けると自動的にライトがつくやつもあるんだ。》《へー日本じゃ昼間は
絶対つけないね。トンネルの中以外は雨でも昼間はほとんどつけないよ。》意外な風習ですね。３０分も走るとやがて
市街地を抜け、開けた大地に出ました。そしてハイウエイに乗りました。有料道路もありますがアメリカのハイウエイ
の大部分は無料なのです。ダグはびゅんびゅん飛ばし、先行車をどんどん抜きます。一生懸命撮影する僕。天気は快
晴！気分いい！湿気が超ある日本の夏と比べ、アメリカの夏は乾燥していてさらっとしている。などとは何回か聞いた
ことのある事だったのですが「おー、これがそうなんだー」と体感することができたのです。午後、一番暑い筈の１時
～４時（by電子ちゃん）も汗で肌がにじむことを知らず、随分と快適なものでした。でも暑いんです。初めて体感する
不思議な気候でした。だからアメリカは深刻な山火事が多いの？僕は日本から持参したお気に入りのＣＤをダグにかけ
てもらい、気分良く声高らかに歌っていました。ダグはにこにこしています。アメリカの道…。風景はとても開けてい
ます。日本はとても山の多い地形なので、高速道路からも山並みが見える景観が多いと思います。この辺りは平地の土
地ですから小高い丘があっても、中央高速の信濃路や東名高速の秦野中井のような峰峰の景観を見ることは全行程中一
切ありませんでした。そうですね。行ったことはないのですが、北海道の草原の道っていうのはこんな感じではないで
しょうか？真っ直ぐな道の割には、小高い起伏が沢山あったりします。起伏頂上から先の状況が見えないので、この様
な道は気をつけないといけません。また、何よりも違和感があるのが右側通行だということでしょうか。でも日本の左
側通行で乗る左ハンドルよりかは安心感がありました。左側通行、左ハンドルの助手席は対向車とすれ違う感覚は、な
まじっか免許を持っていると自分の運転感覚というものがあって恐いもので
す。しかしアメリカでは右側通行、追い越し車線は左側。うむ、これなら自
然だな。あとは渋滞がありませんでした！唯一、最終日夜にシカゴに入る手
前で若干混んだくらいで、大規模な渋滞という不名誉な体験には遭遇せずに
済みました。

走り始めて２時間も経ったでしょうか？やがて、空に雲が陰りをさし、ポツリポツリと水滴がフロントウインドウ
に！そしてとうとう大スコールぅ！周辺にいた他のＷＣＣ車も屋根を締める始末。あぁ残念。雨～、あ～め～、やめ
よっ、やめよぉっ！晴れ男の俺様がアメリカにいらしてるんだぞぉ、と念じつつ第一チェックポイントの湖畔に着く頃
は全くのピーカンが戻っていたのでした。おそるべし、アメリカの気候。そしてこの後は終日天気に恵まれることに
なったのです。第二チェックポイントでダグの車と別れ、ボブじいさん（敬愛を込めてこう呼ばせて頂く）のコルベッ
トに乗り換え。困ったことにボブじいさんには、わたくしのでたらめ英語はかなり通じなかった。(笑) それでもダグとの
会話で調子に乗っていた私は随分いろんな事を聞きました。仕事のこと、息子さんのこと、第二次大戦ではニュージー
ランドにいったこと。彼の車はINDY500でペースカーを努めたこともあるとか。曰く付きの車なのでした。パネルには
第１回目のＷＣＣ記念プレートから第５回までのプレートが張り付けてあった。今年もらった６個目はまだ取り付けて

車もペアルックもピンクのコーディネイ
トの老夫妻。きっと70～80歳の方。



いない。皆勤賞なのですね。次のチェックポイントはアンティーク屋でした。今まで経過したチェックポイントはどれ
もカフェバーのようなところで、カッコウよくてきれいでおしゃれなお店が多かったです。チェックポイントや道路上
でＷＣＣ車と際限なくすれ違った。その度に手を挙げて挨拶し合うのは、とても気持ちの
いいことでした。《ここはネイティブ・アメリカン(インディアン)の村なんだよ》とボブじ
いさんがちょっと脇をそれた道に入り、そう教えてくれました。《君ははじめてだろう。
チェックポイントは向こう側だけど、君が初めてのアメリカだっていうからね。ちょっと
寄ってみた。》素朴な建物が並ぶ。生活感というより、いわいるみやげ物や的な第３次産
業(サービス業)に従事している雰囲気がありありとにじみ出ていましたが…。しかしありが
とう、ボブじいさん。やがて昼食どころに着いてダグ、スティーブ、ボブじいさんと一緒
に昼食をとりました。やはりアメリカ人ですね。ボブはじいさんといえど体のでかさに合
わせ、それなりの分量をかき込んでました。グリーンピースやらモヤシのお化けの親戚み
たいなのとか…。モリモリ。僕もじいさんになっても体がでかいから、やっぱりいっぱい
食べるのかな？昼食後、元々たらふくそうなお腹をしたボブじいさんと別れて今度はスティーブ氏のクライスラー・ル
バロンに乗ります。最後の晩に歳を聞いたら３３歳だということだったけど、結構若く見えた。でも物腰は静かな印象
を受けた。ステレオタイプの陽気なアメリカン、Mrビル軍曹に比べれば大概のＷＣＣ参加者は物腰静かに見えたもの
だったけど！ボブじいさんよりは比較的、イイダの英語をヒアリングしてくれるスティーブとも色々な話をした。時
折、撮影にいそしむ私に《俺のカメラでもそこんとこ一枚撮ってくれぇ。》とよく依頼された。《スティーブはツイン
ピークスやXファイルは見ていた？日本で結構流行ったんだけど。》《いや、見てない。》《では好きな映画は？》《１
番はグッドフェローズ。２番目はスカーフェイス。》《おぉ、ロバートデニーロとアルパチーノだね。》《そうそう、
好きなのさ。》２つとも血の気の多いギャング映画。結構バイオレンスなスティーブ氏なのでした。ガソリンスタンド
で給油する間も、後続のＷＣＣの車両が何台も通り過ぎていきます。その度にピーピーとクラクションを鳴らし手を挙
げて、給油中で止まっている僕らに挨拶をしていきます。幾つかのチェックポイントを通過し、やがてスペリオール湖
の風景が右手に現れはじめました。《Hye! いい景色だよ！》と僕が言うと、横を向いて《あ、ホントだ》と彼は車をU
ターンし、芝の生いる土手と湖の景観が見事なパーキングに駐車して《降りよう！》。ここで写真とビデオを撮影、今
度作るであろうＷＣＣのパソコン編集ビデオには、ここの景観は絶対挿入したいものだと思いました。きらきらと水
面、見えないほど遠い対岸、湖上の風に黄色い花が揺らぐ、夏の夕暮れとは思えないやさしく心地よい陽の光。なんて
気持ちいいんだろう。《ありがとう、スティーブ》《いや、俺も君に言われなかったら気付かなかったからね。》やが
て今日宿泊するホテルに着き、スティーブにチェックインを手伝ってもらいました。３０分後に駐車場で落ち合う約束
をして部屋に入りました。スペリオール湖に面したベランダ。ナイス・ビューです。カモメも飛んでいます。初めて見
る東洋人でしょうか？随分と近くに来て凧のようにフラフラと滞空していて、まるで挨拶をしてくれているようです。
「よう！こんちわ！ハハハハッ」と日本語で声をかけました。手早くシャワーを浴び「甚平」を羽織りました。きっと
ガイジンは喜ぶ（？特にビル軍曹みたいな人は！）と思って持ってきました。靴はサンダル。靴はスニーカー、スウ
エード、サンダルと３足持ってきてます。まったく大荷物でしたが、ホテルの部屋などはサンダルがさぞかし楽だろう

と思って持ってきたのは正解でした。スティーブと本日のアフタードライブ余
興会場であるホテルにやってきました。私やスティーブの泊まるホテルから5
分くらいの所です。ボブじいさんとダグもこことは宿が違います。私の宿とも
違うのです。なんせ参加人数は５００人近くを数えているのですから、一ヶ所
の宿には宿泊できません。分泊するのです。あぁ、スケールが大きいなぁ…。
駐車場に車を止めると、一人の男性が近づいてきました。《△∮□×∞∬Й○
…？》何々？名刺を見ると、地元新聞記者の方のようです。《貴方がＷＣＣに
参加した理由は？》《初めてのアメリカ旅行ですか？》等々質問があった後
に、写真をパチリ。地元の新聞に載るんだぁ、へぇ。「甚平」を着てきて正解
だったなぁ。いかにも日本人っぽいシチュエーションだしぃ。(？) “のら黒”
のイラストを背負ってるけどね。《これは何ですか？》《ジャパニーズ・ミッ
キーマウスです。しかし彼は犬ですが。》と幾人かの方と受け答えしました。

フィリックスは猫でしたっけ？本日走行したチェックポイントで残らずスタンプをもらった方には、福引きの参加資格
が与えられます。 余興の開始前、ゲイリー氏に名前を呼ばれ拍手を受けたので「あ、紹介された。」と思い、ベンチに
登って帽子を振り「ハロー、アイムグラッチューミーチュー」とでかい声で言いました。みんな笑ってました。 あと
「ドウモアリガトー」とも言っとくべきでしたね。言いそびれました。もっと笑ってもらえたかな？詰めの甘さに切歯
しました。ちゃんちゃん。そして本日の状況報告？や明日の日程のアナウンスの後に福引きが始まりました。くじを引
くのはゲイリー氏の息子さんアレックス君です。（なんと彼はＷＣＣのディレクターという肩書きを持っている！）
次々と景品が当たるさなか、私はビデオやカメラを夢中で記録していました。みんな手を振ったり、ニコニコして応え
てくれます。やがてくじ引きが終わり、当選しなかった大半の皆が「あ～あ、な～んだ。」という雰囲気おもむろ、そ
ぞろに引き上げていきます。そこに一人の品の良い老婦人が話しかけてきました。《貴方は乗ってみたい車があるので
すか？》そんな意味だったと思うのですが、誤解しているといけないので夫人にパソコンで英文を打ってもらって翻訳
にかけました。間違いないようです。《オープンカーは全て愛している！》と打ち込んでお返事しました。そして婦人
は文章を入力しました。《私達はカマロZ28の96年式モデルに乗っています。もしよかったら明日は私達と一緒にドラ
イブしませんか？》これは意外なお誘い！そばにダグやスティーブが居たので、何やら状況を説明しています。婦人の
旦那様もそばにいらして、話を始めました。結果、では午前中の一区間をイイダをサポートして下さい、という事でダ
グが仕切ってくれたようです。もちろんダグは僕に説明してくれました。それによると私は午後、ハンビーを乗ること
になっている模様なのだそうです。でもわざわざ招待してくれるなんて、大変嬉しいことです。《ロイとコニーです。
よろしくイイダ。》《お会いできて光栄です。ありがとう。ミスターロイ、ミセスコニー。》あぁ…「お願いしま
す」って英語で何て言えばいいの？判らない。でもわくわくしてきました。ゲイリー氏が《８時に一緒にメシを食お
う。いいかい？》と聞いてきました。《もちろん。大丈夫です。》しばらくその場にいるとビル軍曹が来ました。昨日
と違う女性士官を連れています。僕は、ビル自称ストロング・サージェント（強い軍曹）という称号を、彼となごむと
きは頻繁に使いました。その場にいたのはダグ、スティーブ、ビル軍曹、女性士官でした。僕はそこでビデオカメラを
廻しながら、面白いことを言ってみようと思いました。楽しいリアクションが撮れるかもしれません。《ダグ、貴方は
ビートルズのメンバーに似てますね。え～…》《リンゴスター？》と一同。ダグは自分でもうなずいて笑ってました。
《ビル、貴方はスティーブ・マックイーンに似ていますね。》そう《ジョンウエインにも似てるんだよ。》と彼。《彼
女は…、彼女は…》と迷っていると。《シャロンストーンだ。》とストロング・サージェント。う～ん、化粧がチト濃



いケバ目の顔だからいいかもしれなーい！彼女は赤面してものすごい照れていた！照れるしぐさが迷彩服にそぐわず、
かわいらしかったです。《ストロング・シャロンストーンだ。》というと皆、笑っていた。《じゃあ、スティーブは？
イイダ。》とダグ。う～ん、う～ん？？？《居ないか？(笑)》とスティーブ。《マイケルダグラスはどう？》とダグ。
ちょっと違うかな？まぁいいか…。

それから食事までの時間をダグと二人でしばらく過ごしていました。対岸の
丘陵に沈む夕日を眺めているとダグが聞いてきました。《訪ねたいんだけど、
イイダ》《何を？》《アメリカ人と出会い、景色に触れ、食べ物を食べ、君は
この旅で何を感じたかい？君にとってどういう意味があった？》という意味あ
いのことをシンプルな単語で紡いできました。ホントにこの人の英語は何故か
分かり易い。《あぁ、あぁ、うん。けれども僕が言葉を知らなくてきっとうま
く伝わらないよ。今は。でも日本からきちんと書いてEメールを送るから
ね。》彼も僕の言わんとすることを判ってくれたようです。《でもホントにみ
んな良くしてくれて、すごい嬉しいよ。来て良かった。》と言うと《ううん、
イイダ。僕達の方こそ君に出会えて嬉しいのさ！スティーブにゲイリー、僕も
ね。》…なんか思わずじ～ん…ときてしまった僕。オレンジ色の夕日は対岸の
山の向こうへ静かに沈んでいき、涼しくて奇麗な風が湖上を渡ってきた。

時間になってレストランに入ると、テーブルにゲイリー氏一家と幾組かのご夫婦が席についていらっしゃいました。
ダグラス氏が一緒に来てくれています。しばらくすると迷彩服のままのビル軍曹と今度は昨日見かけた21歳の女性軍曹
が居ました。あれ？シャロンストーンは？ビル軍曹は《彼女はムービースターの誰に似てる？》と聞いてきたので《え
～、ジュリアロバーツ。》と答えました。彼女は照れると言うより笑顔半分で、ちとむっつりしてしまいました。日本
の女の子でも、たまにこういうリアクションする子って居るよなぁ。(笑) ケバそうな先程の士官の方が、うぶっぽかった
のが意外かな？一先ず、ビールで乾杯。ウエイターのお兄さんが、ウエルカムのご挨拶。オーダーを取る前に名物料理
やお勧め料理を説明しているようだ。魚(どうやら鱒のようだ)や牛肉の話をしている。笑いが起こる。さしずめ、他にお
魚のご希望があれば釣ってくるよ～ん。なんてリアクションに違いない、と密かに確信がありました。ウエイター君し
ばし何がしかの口上を長々と済ました後、下がろうとしたところへトイレットに立っていたビル軍曹が帰ってきて《え
～、何だって？もう一回喋りな。あ～ン？》とやり返した。これも皆笑っていた。何だか日本人だって、その場ではそ
う言いそうなギャグに僕もおかしくて笑ってしまいました。しばし歓談。ダグがその場その場の周囲の皆さんに、僕の
プロフィールを説明してくれるので助かる。日本でオープンカー・サークルという車クラブを運営していること、ホー
ムページヘ連日画像を送って日本の仲間に状況を伝えていること、アメリカへは初めての旅で一人でやってきたことな
どを伝えてくれました。同席していた方達はＷＣＣのスタッフであることを隣のご婦人に聞きました。《最初のＷＣＣ
には何台の車がエントリーしたのですか？》《最初は60台くらいでしたわ。けど次の年からは150台位のエントリーが
あったわねぇ。去年は170台よ。》てな程度は何とか話はできましたが、膝の上でノートパソコン(マック
PowerBook1400c/183ev)は大活躍。難しい単語や、伝えにくいことはバンバン打ち込んで翻訳させ、会話も十分成り立
ちました。さて、料理のお味はというと、全体的にはやや塩味が強い感じがしました。これは滞在中食べた料理、ほぼ
全般に渡って感じた感想です。あと全体的に甘味も強く感じましたね。素材そのもので美味しいと感じたのは果物で
す。初日の夜にはスーパーで果物を数点買って食べましたが、一番のお気に入りは“ナンとかピーチ”です。（失
念！）これは平たくぶっ潰れている、小さな桃です。直径が5センチ程度、皮を手で剥いてむしゃぶりつきます。甘味と
薫りは十分。次に良かったのはネクタリンです。（おっと、どちらも桃系か！？）リンゴはビックリするほど赤かった
のに、味は今イチ。食べた品種が悪かったかな？ブロッコリーは何処でも生のまま出てきました。《日本でこれはボイ
ルして食べるのが普通なんだよ》とダグに説明すると《ボイル？》《ボイル…》《あぁ…発音は“ボォエオ”だよ》と
まぁやっぱりイントネーションって違うんですねぇ。食事の最後にチョコレートがどっぷりとコーティングされたケー
キがダグに供されました。なんと彼は今日は誕生日だったのだ！宴席の最中に出た話題を(ゲイリー氏だろうか？)即興で
お祝いを仕立ててしまったのです。皆で“ハッピーバースデー”を唱和。ロウソクを吹き消すダグ。大分お腹いっぱい
だったらしくて、半分ほどしか食べれなかったようです。お酒もしこたま入り、いい気分。夜も10時を廻り、お開きと
なりました。ゲイリー氏にお礼を言って、ダグに宿まで送ってもらいました。車中《これはいい曲だな、イイダ》《彼
の名はRyuiti Sakamoto。僕の好きなミュージシャンなんだ。これをギフトするよ。我々の思い出の為に。この曲のタイ
トルはスイート・イリュージョン。(甘いまぼろし )》《ありがとう、イイダ。大切にするよ。》高中正義のギターも入る
ポップで軽快なインスツルメンタル。別れ際、自ら気に入った曲に引っかけ《スイート・ドリーム、イイダ》。《ス
イート・ドリーム、君もね。》　晴れ渡った青空と何処までもつづくハイウエイ、スペリオールの夕日、ロイ＆コニー
夫妻からの招待、ビル軍曹と好みのタイプに関して下世話な話、そしてダグラス氏の優しい一言。今夜も気持ちよく眠
れそうだった。

#########################################################

第　三　日　目　の　奮　戦　記
#########################################################
かなり早く目を覚ましました。３時です。点けっぱなしのテレビは《今日もよく晴れるよ。》とウエザーインフォ

メーションを流しています。ホンのちょっぴり湖の畔が朱に染まってきていました。爽快な酔心地はシャツとトランク
ス一丁の僕をベットの上に押し倒してしまったのです。シャワーも浴びずにトップリと寝てしまいました。シャワーを

余興のくじ引き大会

スペリオール湖が大きい！ばんざ～い



浴びて、ホームページやメールをチェックします。メールも何とか受信可能な状態にし、何人かの方にお返事を書きま
した。アメリカからのやり取りに感激されている方もいました。やっぱりパソコン持ってきて良かった。楽しいもので
すね。ところで昨日は東京で作成してきたミニステッカーを随分と配ったので、無くなりかけてしまいました。そこで

幸いにもプリンター(Apple Color StyleＷriter 2200、キャノンＢＪの一番小さいヤツ
と似てます。)を持参していましたので、普通紙でもって臨時にプリントアウト、ハ
サミでカット。これをビシバシ配ることにしました。シールはこの方って思った方
のみに配ることにします。そして夜が明け始めました。月と対岸の暁をカメラに収
めました。今年中にはパソコンビデオとしてお目に掛けていただく方もいらっしゃ
ると思います。８時にはウイリアムズ夫妻（ロイ＆コニー）が迎えに来てくれまし
た。昨夜、懇談会会場で会食をしたホテルへ到着。今日はここから皆、スタートで
す。僕はウイリアムズ夫妻と一緒にスタートです。次のチェックポイントでは「ハ
ンビー」に乗り換える予定です。昨日同様、一台づつチェッカーフラッグを受けて
スターートッ！！スペリオール湖の畔、一路北へ北へと向かいます。車中、夫妻と
の会話は楽しいものでした。《このＺ28はコルベットと同じパワートレーンなん
だ。トルクがあっていいぞ。後で君も運転しなさい。》とロイ。《イイダは仕事何

をしているの？》とコニー。彼女はレストランを数件経営していて、お料理が好きらしい。ロイは自分の会社のディレ
クターです。波止場街で車と別れてスペリオール湖を渡るフェリーの中でコニーは語ってくれました。《私は12歳の時
からイギリスに文通友達が居ます。去年初めてイギリスに行って、彼女に会ってきました。今、私達が来ているＴシャ
ツはその時のお土産で、お気に入りなのよ。》《12歳から？ワオ！グレート、Good！》《その時、レンタカーを借りて
走ったけど日本と同じで左側通行で右ハンドル。やっぱりチト恐かったなぁ。》とロ
イ。イギリスの交通法を取り入れたのが日本ですからね。対岸はＷＣＣのチェックポ
イントが設定されている場所でもあります。当然、件の名札を付けたＷＣＣ参加者と
沢山すれ違いました。《イイダはモーターサイクルは乗れるか？》《問題ないで
す。》レンタルバイクに乗って３人は景観がよいとみやげ物屋に紹介されたビーチへ
向かいました。スクーターに乗ること片道15分はたっぷり走ったでしょうか？肌寒い
くらいの風で、とても夏の気候とは思えません。今は秋だ、秋だ、秋だ…秋なん

だぁーー！！と思いこんでみても違和感のない陽気でし
た。避暑には最適ですね。ビーチで記念撮影。何せ淡水
湖なので海臭くありません。泳いでいる人も居ました
が、水は冷たかったです。帰路のフェリーの中でかなり
若い年代のＷＣＣ参加者と乗り合わせました。なにげに
こちらの様子を興味深そうにしていました。デタラメ英
語でもぼちぼち通じることが判り、すっかり調子に乗っ
ていた私は話しかけてみました。その場にいた青年は
ジェロームとジョセフという二人でした。まだ20代な筈
です。10代だったかも。フェリーの短い旅が終わり、昼
食をとりました。ダブルバーガーとボールサイズのミネ
ストローネ・ニューヨークスタイルをオーダー。ミネス
トローネの味が大変良かったです。本来ここでダグと
「ハンビー」に落ち合う予定だったのですが、結構時間
を過ぎても合流することは叶いませんでした。やむなく
次のチェックポイントへ向かうことにします。《ここから君がドライブしてみなさい。》と
ロイが交替。シートポジションやミ
ラーの調整をバッチシにし、道路へ

滑り出しました。もちろん、右側通行、右側通行、右側通行…
とうっかり左側を走らないように念じながらです。「あぁ…
やっとこの瞬間にたどり着いたんだ…。」思えばイベントの存在を知ってか
ら一年近い歳月が経ち、僕の待ち望んでいた山場の一つがこれに違いはあり
ません。…アメリカのハイウエイで車を運転させてもらう…。叶ったので
す。夢の一つが。優雅に走っていきます。《ここだぁっ！ 踏んでみ
ろぉっ！》とロイが時折、煽ってきます。(笑) “鹿注意”の看板。時折、通り
抜ける別荘街。なだらかな丘陵を幾つも超えて行きました。好きなＣＤを聞
かせてもらいながら…。オープン走行ですっかり気持ちよくなったのは久し
ぶりのことでした。チェックポイントも廻ります。単独で降りて店に入り、
スタンプをもらいます。何事かおばさんが喋りかけてきます…が。車に戻っ
てから「ホニャホニャホニャーッ！」とデタラメな英語でおばさんの雰囲気
を真似し（何言ってっか解らなかったよ～ん）て感じで両手を挙げて肩をす
ぼめてみせました。かわいい笑顔でウイリアムズ夫妻は笑っていました。や
がて到着した最終地はフェリーに乗った波止場町でした。独り車に残ってしばし昼寝をしたためました。やがてダグと
一緒に夫妻が戻ってきてダグが僕に謝ってます。《やぁ、ピックアップできなくて悪かったなぁイイダ…。》《うう

ん、問題ないよ。凄く楽しんだよ。運転もしたんだ。》やがてコニーは一枚のクロスを
拡げて僕に見せました。《これは五大湖のお城をあしらった刺繍のクロスよ。それとこ
れは本屋で見つけたアメリカ料理の本です。これはとってもいいレシピーよ。これをあ
げますね。》胸が一杯になり《ありがとうコニー》《イイダ…》極自然に、感謝の気持
ちで自分の母と同じくらいに小柄なこのアメリカ人女性を抱擁しました。思えば実の両
親と同じ位の二人…日本人は自分の母親と抱擁しあう機会なんて考えられないでしょう
けど、この時は本当にそんな仕草がポロリと出てしまいました。温かいものが胸を静か
に満たします…。 (^^ゞ　翌日は探しても会えず、これでお別れとなってしまったのです
が…《レイター！》《レイター！》「後でね」と挨拶を交わして夫妻と別れました。そ
れからダグと夕暮れの街を彼の愛車までぶらりと歩いていきました。コニーの心尽しを

夫妻、お気に入りのＴシャツとスペリオール湖とノッポなジャパニーズ。



きっかけに、その時僕は穏やかで心地よい優しい気持ちに満たされていました。とっても
気持ちがふわふわとしてしまっています。なんて気持ちがいいのでしょう。わずか三日間
で出会った人たち、温かい言葉と接してくれた参加者達、素晴らしい景観、そんな余韻で
ダグとの会話すら上の空でした。気持ちがふわふわ、ふわふわ。ただ《今日は楽しかっ
た？夫妻はどうだった？良くサポートしてくれた？》ということをお話した気がします。
車まで着くとダグは《ハイ、お土産。》とキャップを一つくれました。ご近所ミルウオー
キーの地元フットボール(NFL)  チーム“Packers”のキャップなのだそうです。《ありがと
う！》彼も一つ買っていたので、それから先は二人してお揃いのキャップを被っていまし
た。彼に記念のサインをお願いすると｛Good Luck Iida Doug Kay｝と書いてくれました。

しかしそれは翌日の別れ際の事です。やがてパレードを行いながら、大テント演芸場へ向かう時間が近づいてきまし
た。波止場町はオープンカーでえらい賑わいです。皆、出発待ちをしているのです。お巡りさんも交通整理に出ていま
す。あっ、ストロング・サージェントを見つけました！しばし本日のご報告。《イイダ、これが貴方へのプレゼント
だ。》昨夜、会食の席で、軍曹がくれるといっていたプレゼントを頂きました。昨夜の時点では《何をくれるんだい？
ハンビーかい！》なんて言ってストロング・サージェントにブルルルル！なんてかぶりを振らせる冗談を叩いたのです
が。それはＴシャツでした。ははん。州軍募集中！ってシャツだ！《何かサインを下さい。》と自分の背中にシャツを
載せてかがみました。私の背中の上でビル軍曹は一言書いてくれました。周囲のみんなはその様子を見てほのぼのと
笑って、パシャ、パシャとフラッシュを焚いて写真を撮っていたようです。。ゲイリー氏も一枚納めていました。ハン
ビーの前でも軍曹と記念撮影。軍曹は日本から持ってきたOCC特製うちわを手にしてます。ほのぼのとした気持ちが二重
にも三重にも拡がっていきます…。シャツにはこう記されていました。｛To My NEW TOMADACHI ! STRONG
SERGENT BILL DANISON｝くれぐれもそれが“TOMADACHI”だったことを申し添えておきます。(笑) ダグの車に戻
り、出発しました。そして出発…その光景は「ファンタスティック！！」その一言でした！パレード走行で出発する
我々に、沿道の街の人や観光客はヤンヤ、ヤンヤの声援を浴びせます。手を振る
人、ピーピーと口笛を鳴らす人、拍手する人！お祭り感が一気に盛り上がります！
やがて小高い山の中腹にあるテントに到着しました。わずかな時間であったと思い
ます。駐車場はＷＣＣご一行様の車で一杯です。屋台でビールにつまみ、ファース
トフードやら…。皆、思い思いに歓談をしています。自分もハンバーガーと一緒に
渇いたのどへビールをバカスカかっ込み、あっという間に上機嫌となってしまって
軍曹やダグ、スティーブ、ボブじいさんにビールを奢りまくってます。酔いながら
もゲイリー氏に謝辞を述べ、この旅が素晴らしかったことを報告。そしてみんなと
記念撮影！フィアット乗りで真っ赤な大きな帽子を被った陽気なトラビスさんとも
帽子を取り替えっこしてパチリ。幾人もの方々が《一緒に写真を撮ってくれ》と
寄ってきました。一つ一つに嬉しい気持ち一杯で応じさせていただきました。

やがて演芸が始まったようです。ゲイリー氏の奥
方メイが《こっちの方がイイ席
よ。》と僕のチケットを替えてくれたのですが、芝居を見るよりも何だか
独りで浸りたい気持ちになっていました…。冬はスキー場であるその斜面
を登り、ライトアップされたテントシアターと暮れゆく湖のほとりを走る
車のヘッドライトを眺めていました。

夕日が奇麗。明日は正午で
散開とのこと。そしてシカ
ゴの夜景に出会えるんだ
…。今夜が最後の盛り上が
りかな？そうだよね、
ＷＣＣ98最後の夜だもん
…。テントでは音楽や漫
才？で盛り上がってます。

結構、寒い。北に近いから？ でも、ここまでの旅の色々な場面を思い起
こすと、ハートはとても温かくなりました…目頭が熱くなってきて、思わ
ずポロポロと涙が…。来るまでと初日の夜の不安が嘘のように、今では豊
かな充実感に包まれています。「ここへ来てよかったんだ、不安を吹き飛
ばして来てよかった、僕は本当に歓迎されたんだ…。」酔ってたのかもし
れません。

すっかり暮れた辺り。ライトアップされたテントシアターと、湖のほとりを走る車のヘッドライトを眺めながら…。

テント駐車場はＷＣＣの車で一杯！

一風変わった車倶楽部、活動中！
h ttp://w w w .big .or.jp/‾carcircle/

これが配った名刺。

もうすぐパレードが始まる！短い時間でしたが、OCC

でも体験したことのなかった興奮のある一瞬でした。



下に戻るとジェロームとジョセフが通りがったので迷わず、独りチキンバーガーをビールで流し込んでいた自分の
テーブルに招きました。もう一人います。《タイガー・ウッズに似てるネ》と僕が称したベビーフェイスの黒人青年は
名前をニックと言いました。それから皆で、随分とはしゃぎました。《ところで君たちのタイプの女性は？》《デカパ
～イ！》と三人とも。《ははは、俺も好きだなぁ。あと好きな日本のＴＶゲームは？ゴジラは見た？》《俺達は
ＷＣＣ98の期間中で知り合ったんだよ。》《好きな音楽は？》《ウイル・スミスいいよ。》とニック。《はい、はい、
ウイル・スミス！俺もメン・イン・ブラックを収録した日本版のアルバムを買ったよ。》とM.I.B.をみんなで歌い出す始
末。＼(^◇^)／＼(^◇^)／＼(^◇^)／＼(^◇^)／　それから全くもう…ごちゃごちゃといろんな事を延々とお話。しまいには
どっかのおばさん(売り子さん？)に《ちょっとぉ～、ショーやってんだからもう少し

静かにしなさいよぉ～。》と怒られてしまいま
した。やがてスティーブやボブじいさんもやっ
てきて、一緒のテーブルでしばらくくつろぎま
した。ボブじいさんがぶるぶると歯の根も合わ
ないほど震えてます。《寒いの？》《あぁ、半
袖シャツしか持ってこなかったんでね。》
《じゃあ、これ着なよ。》と僕もダグに借りた
ブルーのジャケットをボブじいさんに掛けてあ
げた。《君は大丈夫なのかい？》《問題ない
よ！何故なら僕は今、すごくエキサイティング
してるんだからね！！ホットなんだ！》それは
酔ってんだって！ (^o^ゞ

帰路のダグの車の中では、かなり酔いなが
ら旅の感想を感慨あらわに口走っていました。《着いたよイイダ》とうたた寝か

ら起こされ、部屋へ戻ったのはそれでも午後11時くらいだったと思います。またもや酔いから来る眠気に不覚にも押し
倒されないようシャワーを浴び、ホームページの原稿を作成。データをアップロードして休んだのは午前2時頃でした。
翌朝、かなりびびる時間まで起きれなかった事など予想もせずに…。

<><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><>

《あの黄色い花は何？》《あれはゴールデンフラワー》《食べれる？》《それがダメ
なのよ。アメリカで随分沢山の人が食べられるように研究したんだけど、結局臭いの
よ。》《私達には３人の子供が居ます。一番上の娘はあなたの高校時代と一緒で山登
りをしているの。ウン、結婚して子供も居るわ。》《夫のレイはIBMのプログラマーを
していたことがあるのよ。》別れ際にアメリカ家庭料理の本と五大湖をあしらったハ
ンカチーフをくれた。《すごい嬉しいよ、コニー。いつまでも長生きをネ。》《あり
がとう、マサアキ》

<><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><><>
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第　四　日　目　の　奮　戦　記
#########################################################
翌朝、目覚めたのは９時30分頃でした。思わずビックリ、寝坊！？「うっひゃ～」と窓

に飛びついて駐車場の様子を窺いました。みんな出発して一台も居なかったりして～っ…何
台かは見あたらないけど、まだ居る人は多いようだ…。昨夜スティーブに《いかした女の子
を引っかけたから、一緒に飲もう。》と言われたがホームページの更新を準備しなければい
けないのと、眠くなっていたこともあり、付き合うのは止めておいたのでした。誰も迎えに
来てくれていないということは、あのスティーブも二日酔いで寝坊なのかな？でも置いてい
かれるって事は無いよなぁ。とチョットびくつきながらも開き直ってシャワーを浴びてか
ら、荷物のパッキングを始めました。置き去りにされることはなかろうと心配していなかっ
たけど、貴重なＷＣＣ98に一分一秒とて居合わせる事を欠くことの方が残念で溜まりませ
ん。そして10時30分頃になるとフロントからの電話で《スティーブさんが見えてますよ。》
と連絡が入った。皆が集合するホテルに向かう途中、マクドナルドに立ち寄って軽く食事を
済ませました。今日は11時集合なのだそうです。よかった…。《昨夜のガールは“ゲット”
したのかい？》と聞くと《いやいや、彼女は夜中の２時に帰った…》おぉ、おぉ、ご苦労
様。《スティーブ、これはガールハントの為のお守りだよ。》と浮世絵芸者ガールの柄を差
し上げた。《サンキュー》ニコニコと喜ぶスティーブでした。ホテルに着いて、うろうろし
ているとニックやジェロームが母親を伴って現れました。《写真を撮りましょう。》とそれ
ぞれ撮影に応じました。すると間もなくザーッと激しい雨が降り始め皆ホテル内へ入りっ
て、ラウンジやロビーは人で溢れかえりました。地下ホールでは最後のくじ引き大会を
やっているようです。ダグは抽選結果を一生懸命？見守っていました。ロビーで比較的若
そうな中年男性に話しかけられました。《貴方はそれでインターネットに画像を送ってい
るのですか？》《これはビデオカメラです。こっちのデジタルカメラで画像を記録してい
ます。貴方はメールアドレスをお持ちですか？》と名刺を交換し合っておきました。《私
の画像は送られていますか？》《貴方の車は何でしたっけ？》《グリーンのコルベットです。》ああ！確かに走行中や
停車中に撮影はしたがデジカメで撮影はしていなかった。そういえば昨日、チェックポイントの小休止で少しご一緒し

３人のアメリカ好青年と１人の日本人酔っぱらい。

年齢や車種を壁を越えて、オープンカー好き
が集うＷＣＣはOCCと全く一緒だったさ！

My ミスWCC98のアン。
コニーを除いて一番のべっぴんさんだ！



た、奥さんがお綺麗な人だったっけ。《ごめんなさい。貴方の車は記録してません。でもホームページには来て下さ
い。全てのスケジュールの画像が載っていますから。》《OK！必ず見るよ。》と別れました。残念ながらウイリアムズ
夫妻の姿が見えません。Ｔシャツを渡すつもりだったのに、心残りです。例の若者３人組に渡すには一枚足りない…彼
らには冗談としてアレをお土産に渡すか…。見つけた彼らはとてもチャーミングな女の子を連れていました。ニックだ
け見あたりませんでしたが。《イイダ、彼女はアンだよ。》とジョセフが紹介してくれました。《お会いできて光栄で
す。車は何をお乗りですか？》《母親のブルーカラー・セリカコンバーチブルです。》そういえば２日前にビデオにも
納めたっけ、かわいい子がいるなぁと思ってたんだ。もちろん彼女と写真を撮って、そそくさと２人を部屋の隅に連れ
ていきました。《ニックは何処？》《わかんないけど、そこら辺に居ると思うよ。》と彼ら。《これは僕からのプレゼ
ントだ。これは日本製の“お守り”だ。僕はこれを使うチャンスを持たなかったけど、君たちはゲットして欲しい。》
“お守り”を手渡された彼らはククク、と笑っていた。ニックの分も渡しておく。《あ～、でも気をつけるんだ。何故
ならコレは日本製だ。小さいんだ！》と言うと《ダッハッハッ》と大うけして彼らはその場を足早に去っていきまし
た。また後のチェックポイントで会えると思っていたのですが…彼らとのお別れはそれで最後でした。ボブじいさんも
居ます。彼はメールアドレスを持っていませんので、取りあえずこの場でお礼は言っておこうと思いました。《ボブ、
この旅は大変素晴らしかった。僕は貴方が沢山長生きしてコルベットを楽しむことを願うよ。》拙い英語は３回も繰り
返したところで、やっとこさ通じたようです。ボブじいさんの表情がパッと明るくなったので、伝わった！と解りまし
た。《あぁ、ありがとうイイダ。君もだ。》彼が目を少し、うるうるさせていたのは気のせい？このパワフルで身体の
大きいアメリカ老人に出会えて良かったです。やがて抽選にあたったダグが色々と景品を抱えてロビーに上がってきま
した。《ツイてる男だねぇ。》と一声掛けました。出発となりました。雨は止みません。今日はトップからハンビーに
乗せてもらおうかと思って志願しました。《僕ハンビー乗れる？》《一緒に行こう！》と 軍曹は快く招待してくれまし
た。今日はチェッカーフラッグもなく音楽もなく各車はただ、ホテルのエントランスでナビシーターを黙々と乗車させ
て出発していきます。次に合流するところはあるのか？最後のお別れセレモニーは在るのか？言葉の不自由なのはこう

いう時こそ困るものです。次の予定が把握できないですから。ゲイリー氏とも
最後の挨拶をしていいものかどうかも解らず、立ち去ってしまいました。ハン
ビーに同行してきたのはダグ、ボブじいさん、スティーブの３台のみです。例
のジュリアロバーツ似の21才軍曹はダグの助手席に座ってます。

雨は少々強く降ってます。乗り心地は流石ジープだけあって固いこと…しばら
く軍曹と雑談を交わしていると、ボン！といってフロントウインドウと幌の接
続部分が外れてしまい、10cm位開いてしまいました。慌てて二人で幌を掴
み、軍曹もしばらく片手で押さえながら走る羽目になってしまいました。開け
た場所で路肩に止め、スティーブやダグ、僕も手伝って、一先ず幌を固定しま
した。しばらく快調に走っていると、バサァッ！といって押さえる間もなく、
前部の幌が開ききってしまったのです！幸い雨は小降りになっていたので、そ
れほど雨は差し込みません。もう軍曹も止まらず走ることにしたようです。
ニヤニヤしながら《楽しい？》と軍曹。
《Yes！Very exciting experience！！！！！！》と僕。軍曹は笑ってます。

彼はホントに楽しい人です。典型的な陽気アメリカ人なのです。車中ではビー
トルズやスキヤキソングを二人で熱唱していました。《ベトナムには行った
の？》当然30余年前の戦争のことですが。《行ったよ。１９歳の時でえ～
と、君が３歳の時だね。ダナンに居た。》《わー、最前線で大きな拠点だった
街だぁ。１９歳といえばベトナムで最も多かった兵士の年齢なんでしょ？》明
るい軍曹は僕の問いに返事はしましたが彼の暗い表情を見て、人間誰しも聞い
てはいけないことがあるんだなぁと思い、話題を変えました。《ところで子供
さんは何人ですか？》　ガソリンスタンドでハンビーはダグが運転することに
なりました。ビル軍曹はダグのMITUBISHIへ乗り、僕も助手席に移りました。
そこで久保田利伸を聞いていると《ジョージ・マイケルにチョイ似だね。ウ

ン、チョットだよ。チョット。》と軍曹。ノリノリなのはいいけど、ハンドルから手を
離して踊らないでくれたまえよ…。まぁ僕も一緒に笑いながら踊ってたけどね。ダグの
運転するハンビーを撮影しました。ハンビーの値段を聞いたのですが確か日本円で
７～８００万円位だったと思います。ディーゼルですが“ガロン”や“マイル”を換算
すると、燃費はリッター５キロ程だったです。雨はすっかり止んでストロング・サー
ジェントと、ずっとずっとオープン走行を楽しみました。
途中、街のカフェでランチを取りました。メニューはじゃがいも入り炒り卵、ペスカ

トーレもどき、チョリソとじゃがいものソテー、ソーセージ、フライドチキン、チョリ
ソ、正体不明のお好み焼風の焼き物、果物、パン、という品揃えで７００円程度ですが
ビッフェ形式の食べ放題です。ビールも頼んでたらふく頂きました。ビル軍曹が《もっ
と食べろよぉ。》なんて言ってますが絶対、軍曹より僕の方が量は食べてます。晴天下
のドライブは続き、なんと到着したのは初日に宿泊した「ラマダホテル」でした。他の車は参集している様子はありま
せん。《集合地点はもう無いの？》とダグに聞きました。そしてやはり流れ解散となっていたのを知りました。なんだ
かあっけない幕切れに感じます。ここで軍曹とスティーブにお別れの言葉を交わしました。《来年の予定は？》とス
ティーブ。《来たいとは思ってる…。》という位の返事しか出来ません。《君に会えてよかった。元気で。》と軍曹。
僕が軍隊式の敬礼をしてみせると《おや？君は日本軍の軍曹かい？》とスティーブ。《いや、将軍さ。》と返すとみん
な笑ってました。お二人と固い握手。知り合えてよかった…。本当は知り合ったみんなに沢山のお礼や感激の言葉、旅
の感想などを語りたいのに、言葉を知らないばかりに饒舌に語ることが出来ません。もどかしいものです。そして出
発。ダグは僕にMITUBISHI3000GTのステアリングを委ねてくれました。ハイウエイに乗り、途中スティーブのルバロン
と別れます。クラクションを鳴らし、みんな大きく手を振って道を分かちました。２度目の運転。しかし今回はハイウ
エイなので、ギアチェンジが少なくてチョット退屈。できれば一般道をギアをガチャガチャとかき混ぜながら走りた
かったかな？全体的にスピードは、追い越し車線で120km前後でしょうか。走行車線は80km～100km程度。「意外と飛
ばさないもんだなぁ。」といった感想です。GTOオープンバージョンはとても運転しやすい車でした。安定感もあるし



視界もいい。運転している感覚では160km
は楽に出せそうでしたが、やはり隣に乗る
オーナーの手前、ちょっと控えめにしまし
た。（＾＾;） 《ダグは何故、この車を選ん
だの？》《ハードトップだから。》《ベン
ツのSLKも同じようなハードトップだよ
ね。》《最初はSLKも考えていた。でも少
しパワー不足だろ？こっちはボディサイズ
が大きいのも魅力さ。》と語っていまし

た。シカゴまでは５時間掛かるのだそうです。飛行機で１時間の距離で
すから、やはりワーソー～シカゴは東京～大阪位の距離になるのでしょ
うね。《シカゴで一番おっきいホットドックを食べたい！》とダグにリ
クエスト。《僕が美味しいと思う“ホニャララ？”というお店に行こう
と思ってる。》《あとビールね！》　途中サービスエリアでところどころ小休止を挟みながら進みました。《トライさ
せてくれ～。》とセルフサービス給油を初体験！といってもダグがボタンを押してもらって、ノズルを握ってるだけ
だったかな？今日本でもあるけど不人気らしいですね。日本でのガソリンの値段やスタンドで受けるサービスなどもお
話しました。お勘定は隣のスーパーマーケットのレジで済ませるのです。

シカゴへ向かう帰路、夕日とミシシッピー河の素晴らしい景観も見ることもできまし
た。あれだけ賑わっていたイベントなのに…今はダグとふたりで原っぱの拡がる土手に腰
を下ろしてアメリカで何度目かの、そしてしばらくは見ることはないだろう夕日を静かに
眺めています。夕日のライトアップをバックに、祭りの後の寂寥感をともなって静かに降
りてくる旅の終幕でしたが充実した時間をおくったハートの余韻がやんわりと包んで、し
くしくとした寂しさを少しも感じさせずにいました。でもまだ僕の心をウキウキさせるも
のが在ります。それは今夜シカゴとの出会いです。まだ終わってはいないのですから。日
は暮れました。

運転を替わると、助手席で原稿打ちと画像のセッティングをしていました。今日は夜更かしになだろうから、ダグに
は失礼してチョット睡眠。（でも彼も僕の運転中、少し寝てたけど）大規模な渋滞もなくシカゴのオヘア空港までたど
り着きました。空港の夜景も遠くに見えます。神奈川の横羽線から見える羽田空港っていう感じかな？強引かな？やが
てキラキラとしたシカゴ摩天楼が眼前に迫り、車はその足下をすべっていきます。大きいビルも沢山あります。西新宿
に群集するホテルやビジネスビルよりも数が多く、スケールの大きさを感じました。水辺の都市の夜景の中では一番ス
ケールが大きい夜景でした。それはそれは噂に違わぬ素晴らしいものでした！ここ五大湖はミシガン湖のほとりの脇を
通ります。ボートが沢山浮いてます。《ボートが沢山ある！》と言うと《みんなサクセスした人のものサ。》とダグ。
《ステイタスなの？》《そう、とってもステイタス。》《アメリカ人は車は何がステイタス？キャデラック？》《最近
はキャデラックではないね。メルセデスやレクサス(トヨタの上級車種)が人気ある。》　湖畔に拡がる公園のようなとこ
ろを散歩しました。いやいや、まるでお台場海浜公園ですよ！！横浜のランドパークにもそっくり！観覧車があって
《あれは最近できた大きい観覧車だ。》とダグが言うと。《へへー、横浜にはもっとおっきなのがあるよ。あれの２倍
はあるかもね。》とちょっと自慢？随分広いので全部散歩するのは切り上げて、ホットドッグ屋を目指すことにしまし
た。残念ながら夜遅かったので、お目当てのホットドッグ屋は閉店！ちょっと場末の屋台で我慢しました。黒人の酔っ
ぱらったおじさんが、そのスタンドでクダをまいていてました。そのおじさんに僕は口調は控えめに、日本語で挨拶し
ました。（でも恐いから目は合わせない）何を言ったかというと…うおっと、ちょと言えませ～ん。おじさんは意味は
分からなかった筈ですが、しーんと黙って出ていきました。まだお腹に余裕があり、次にピザを所望したのだけれども
既に夜の１１時、ダグは心当たりを車で廻ってくれましたがどこもおしまいのようです。他にも在ったかもしれません
が、場末過ぎるのも危険とダグが判断したのかもしれません。食べ物はあきらめて、今度は街の美術巡りを彼は提案し
ました。ピカソやシャガール、何とかさんというシュールリアリズムの芸術家の巨大なモニュメントが数キロ圏内に点
在しているのです。ペリカンをモチーフとしたピンク鉄骨の巨大なレリーフが気に入りました。それらは作家達がシカ
ゴで制作？シカゴのために制作？したということをダグは言っていました。《このワットータワーはシカゴの街が18??
年に誕生したとき、初めて造られたビルディングなんだ。》白くライトアップされたこじんまりとしたビルです。他に
は赤煉瓦ビルも多く、それらもシカゴ名物の一つであったことを思い出しました。《このシカゴリバーの上流にはシカ
ゴ駅がある。駅から水上バスに乗って出勤する人も多いんだよ。》日本じゃ隅田川を水上バスで上って出勤する人って
居るのかな？その橋のほとりに立つビルディングは《これはシカゴで一番発行部数の多い新聞社だ。》と教えてくれま
した。《あのビルは何のビル？》夜の１２時に煌々と窓の明かりが点いている巨大なビルがあります。ただ者でない雰
囲気がありました。《あ、れ、は、IBMの本社ビルだね。》《IBM！IBM…IBM…。成る程ねぇ、忙しいんだ。成る程、
成る程。》と納得している僕。ダグは笑ってました。《さぁ。家に行こうか。》とチョット郊外を出たところ、僕の何
気ない話題にダグは何か思い出しました。何処か名所を思い出したようです。おっとっと、と間もなく道を逸れて周囲
はどんどんと下町っぽい雰囲気に。《ここら辺は危険？》《うーん、ちょっと危険。》うひゃ～。そういえばシカゴ市
街でも歌舞伎町のような雑踏で、ちゃらちゃらしたおにいちゃんやおねえちゃんが居るようなブロックは屋根を閉めて
走ってたなぁ。おーコワ。(+_+) 連れてきてくれたのは、あのシカゴ・ブルズも試合をやるという体育館でした。到着。
入り口には歴史に名を留めよう、かのスーパースポーツマン、マイケル・ジョーダンの巨大な銅像が置かれています。
夜も遅いせいで人っ子独りいません。暴漢がウロウロしてなくて助かりました。(笑) 自分の診療所の前を通って案内して
くれました。そこから間もなく、彼の家に到着。家人が誰かいるかなぁ？と思ってましたが誰もいませんでした。何と
なく遠慮して結婚しているかどうかも聞きませんでしたが。お宅は自宅というより何かリゾートマンションのような趣
がありました。こぎれいでした。《イイダの部屋はここ、トイレとバスルームは私のところとは別々になっているか
ら。》きちんと布団が用意されているところを見ると、やはりどなたかが一緒にお住いなのかな？日本から持参した
「OCCシアター１」を見てもらいました。《コレは君がパソコンで編集したの？素晴らしいね。あっ、この車は何？
おっ、この車は？》と、日本ではポピュラーだけど、アメリカでは珍しい車種に見入ってました。電話回線をお借りし
てデータをアップロード、用意していただいた布団にごろりとコロがって休んだのは午前3時過ぎでした。流石に疲れも
あって数分と経たず、いびきをかいていたと思います。
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夜景もホットドッグも良かった、シカゴ。歯医者さんは僕のために、明日の午前中の診療をキャンセルしてくれたの
でした。疲れているだろうに一生懸命、深夜のシカゴをガイドしてくれた。有名アーティストのモニュメントやビジネ
ス街、超ミニスカのケバいおねえちゃんが手招きする裏通り、シカゴリバーにライトスポットが素晴らしいワットータ
ワー…。深夜のドライビング、楽しかったよダグ。お疲れさまでした。お休みなさい。 
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#########################################################

奮　戦　記　最　終　章
#########################################################
朝は前夜頼んだ通りにダグが7時に起こしてくれました。こちらでは毎日が興奮の連続で、朝なんてぐずぐず寝てられ

ないって気持ちで、朝はいつもパッチリと目覚めが良かったです。最後の日を迎えた今朝も気分爽快。着替えて荷物を
まとめていると、部屋に独りの女性が訪れました。ダグの奥さん？ではないよねぇ…？実は昨夜、就寝前に冷蔵庫のド
リンクを頂いたときに、子供と奥さんの写真が貼ってあったのですが、どうも写真の人と違うような気がでもヤケに熱
いキスをぶちゅぶちゅと交わしているぞぉ。（＾＾;;;;;）やっぱり奥さんかなぁ？アメリカの方に家庭の事情なんかは不
躾に聞かない方がいいと思っていたので、これは最後の最後まで聞くことはありませんでした。 それにしてもあからさ
まなブチュブチュ、ベタベタ…流石に私も戸惑ってしまいました。ダグと彼女(？！)にOCCのホームページをノートパソ
コンで紹介しました。しばしくつろいだ後に出発。３人で動くため、車は3000GTからクライスラー？？？の４人乗り
オープンカーに乗り込みました。この他にＧＭのワンボックスカーも持っているとのことでした。シカゴのオヘア空港
まで雲一つない空もお見送りです。本当に最後までお天気には恵まれました。自称「晴れ男」の面目躍如といったとこ
ろです。車の中ではダグが奥さん(？！)との会話に夢中です。相変わらずカラリとしたU.S.の夏風に当たり、ボケェーっ
としながら対向車線の車をチェックしていました。 アメリカは本当に沢山の日本車が走ってます。アメリカの外車とし
ての登録台数は日本車が一番なのではないでしょうか？ハンダ(ホンダのアメリカ発音)はご承知の通りアメリカでは一種
のステイタスを確立していますので言うには及ばず、RX７(旧型)もよく見たし、日本車の単車種として一番見た気がする
のは三菱エクリプスの新型です。一台参加してましたし、街中でもオープン、クーペ版とかなり見ました。日本でも左
ハンドルで売ってますよね。なんとマスク(よくフェアレディＺがやってる皮のフロントマスク)をしているエスティマが
いました！さて今年で６回目を迎えたWCC参加車両の状況ですが、アメ車が圧倒的に多く古い型と新しい型は半々くら
いでした。(何故コンバーチブルクラッシック？)アメ車の車種として多く感じたのがコルベットとクライスラーの見たこ
とのない４シーターのコンバーチブル。次いで多いのは日本車のように思います。セリカが３台、リーザ？カルタス？
スパイダーが一台。ユーノス数台。新型は一台のみ。次にイギリス車ですが、ジャガーとトライアンフ、オースチンカ
ニ目。独車陣はベンツは旧型SLが数台。ビートル１台。ポルシェはボクスターのみ。911は零！BMW旧３が一台。イタ
リア車はフィアットですが車の名前はわかりませーん。あと参加車両ではないですが、街中でニュービートルを結構ち
らほら見ました。ちなみに一台も見なかったのはＭＧ-Ｆ、ＴＶＲ、フェラーリ、スーパーセブン系です。来年はまた
きっと参加車両が増えるのでしょうね。ほいほいと毎年行けるものではありませんが、是非今後の動向を見守りたいイ
ベントです。これで興味を持っていただいた方は、是非行ってみて欲しいものです。言葉なんて心配ないですよ！あと
関係無いですが、最近日本で流行っている女の子の真っ赤なぴたぴたのロングパンツと“見せブラ”ってやつですが、
こちらでも結構はやってました。田舎の女の子からシカゴの街中でジモティ？観光？の若い子で、ぴたぴた赤パンツは
それほどでもないですが、見せブラはかなり普及してました。アメリカのファッション雑誌や芸能人が流行らせ始めた
ものなのかもしれません。（^ - ^;）

空港ではダグのサポートのおかげでカウンターやゲートなどを戸惑うことなくパス。税関も抜けてお別れとなりまし
た。《旅の安全を祈ります、イイダ。》《ダグの健康と仕事が順調であることを祈ります。ありがとう。》長くて大き
な通路を歩きました。途中振り返ると、彼はまだ見送ってくれていました。手を振り合いました。そして今度は振り返
らずに去っていきました。今は寂しい気持ちというよりも、満足感と無事に帰路に付くことができた嬉しさで一杯で
す。間もなくこの旅はゴールのチェッカーフラッグを受けるのです。午前10時。テイクオフの時が来ました。僕の嫌い
な「ゴウ～ン」と車輪が機体に格納する衝撃がやってきて、様々な出来事に出会い、感銘を受け、忘れることのない思
い出が刻まれた土地から(しばし？)離れてしまったことを伝えました。不安だらけだった旅は終えようとし、今は爽快な
気分で満ち足りています。でもこれから僕にはやることが沢山生まれたのです。東京に帰ればきっと出会った人たちか
ら、幾つかメールがきっと届いているに違いない。ゲイリー氏にもお礼のメールを書かなくては…。日本の仲間にどん
な報告しようかなぁ…。仕事で出張も入っているんだっけ。あと、あれとあれをしておかなきゃいけないし。忙しい
なぁ…。きっとこの旅の余韻も、日々忙しさの垢にまみれて、心のどこかに置き忘れてしまうんだろうなぁ…。でもこ
んな経験は、これから自分にとってこの先に幾つあるかは解らないくらい稀少なものだったなぁ。馴れない海外旅行を
独りで制覇できたこと、やっぱりこの点のインパクトが大きかった…。お仕着せツアーなんかじゃなく、みんなの輪の
中に飛び込むんだっていう、自分の信念に基づいた旅を敢行できたこと…でもいつかはまた、訪れればいいんだよね！



いつでもみんなとはすぐにお話できる電子メールだってあるんだから！

そう…この夏…アメリカを訪れることができて、本当に良かったと思う

Good by ! Wisconsin 1998 sumeer. Good by ! America  1998 sumeer.

Good by ! Friends ! See you !

Thank you for wonderful memory.

あめりかイベント奮戦記（了）



『あとがき』

この旅を次回はオープンカーフリークな貴方にお勧めいたします。数百台のオープンカーが何日も掛けて泊まり歩き
ながら旅をする…こんなイベントがあることを知らされてオープンカー好きで、当OCCにたずさわる自分としては、応え
ようもない魅力を感じたのが一年前でした。そして待ち遠しく待った今年、その想像以上の楽しさを味わうことができ
ました。もしこの下手な文章を読んで下さった貴方が、私と同じ様なワクワク感を抱いてくれたのなら、貴方にも私と
同じ様なプレジャーを体験して欲しいことを願って止みません。今度は貴方が訪れてみませんか？ （別に報告文は書か
なくていいですよ。笑。）

言葉は雰囲気を出すために流暢に意訳しましたが、私は決して格好よく喋れたわけではありません。知ってる単語を
一生懸命並べて意志疎通に汗かき、ベソかきでした。でも問題ありませんでした！喋れない人にはそれなりに向こうの
方も対応してくれます。ゲイリー氏も「貴方の紹介で来る日本のゲストを楽しみにしているよ。」とおっしゃて下さっ
てます。それと私の出会った仲間達や、他の参加者達もきっと貴方をもてなしてくれることでしょう。

今回の旅程は、成田8/12夕方発～8/18夕方着で機内2泊、本土4泊。費用は航空費、宿泊費、ＷＣＣエントリーフィー
などを含め、私のケースで30万円程度でした。食費、みやげ物代を含めても35万円は切っていると思います。８月でハ
イシーズンな為、航空機は多少割高につきました。尤も距離も遠いので妥協できる線だと思います。往復で17万円。も
ちろんエコノミーです。もし貴方が彼の地に赴こうという意志があれば、当然私も最大限の手助けをさせていただきま
す。日本にも相談窓口となっている会社がありますので、そちらにから先方へ十分連絡が取り合える手はずになってい
るので、ご紹介します。来年も夏に開催される予定なのだそうです。一生に一度の有意義な体験が得られることを保証
いたします。お問い合わせもどうぞお待ちしております。

滞米中はデジタルカメラで撮影したイベントの模様を「オープンカー・サークル」東京版ホームページで連日中継い
たしました。現在も掲載中です。デジタルカメラオンリーの画像も掲載されています。機会がありましたら、是非ご覧
下さい。もちろんフイルム写真も沢山撮ってきましたので、ご縁のある方にはお目に掛けられると思います。

最後までつまらない文章をお読みいただいて、ありがとうございました。拝読、感謝。

素晴らしいイベントを企画なされたGary  Knowles氏に敬意を表します。

【ウイスコンシン・コンバーチブル・クラッシックのホームページ】
http://www.wiautotours.com/html/welcome.html

【オープンカー・サークルのホームページ】
本部：http://www.big.or.jp/̃carcircle/
三重県支部：http://www.e-net.or.jp/user/barikiya/occ
大阪府支部：http://www.bigfoot.com/̃bluering

Ｅメール：carcircle@big.or.jp

レポート：1998年9月　オープンカー・サークル主宰者
　　　　　東京都葛飾区　飯田正明　FAX　03-3603-7635


